
漱石ゆかりの地散策 

①東京大学農学部（弥生キャンパス） 

旧制第一高等中学校（東京大学教養学部の前身）があった場所。漱石はここで正岡子規と青春時代を過ごした。 

東京都文京区弥生１－１－１  

②三四郎池（東京大学本郷キャンパス内） 

三四郎がヒロイン美禰子と出会った場所として有名になり、「三四郎池」と呼ばれるようになった。 

東京都文京区本郷７－３－１  

③夏目漱石旧居跡（猫の家） 

漱石が英国から帰国後の３年間暮らした場所で、「吾輩は猫である」の舞台にもなっている。 

東京都文京区向丘２－２０－７  

④千駄木 団子坂 

「菊人形」と「藪蕎麦」の発祥の地とされる。三四郎が広田先生らと菊人形を見に行ったが、「三四郎」の作中に描

かれ、藍染川沿いを美禰子と散歩。 

東京都文京区千駄木２丁目～３丁目  

⑤かねやす小間物店 

本郷に実在する雑貨店。江戸の範囲を表す「本郷も かねやすまでは 江戸のうち」の川柳で有名。 

東京都文京区本郷２－４０－１１  

⑥夏目漱石誕生の地碑（夏目坂） 

地下鉄東西線早稲田駅前交差点近く。石碑から続く上り坂は「夏目坂」と呼ばれている。 

東京都新宿区喜久井町１  

⑦新宿区立漱石公園（漱石三房） 

明治 40 年（1907 年）から大正 5年（1916 年）に没するまで暮らした「漱石山房」の跡地。 

東京都新宿区早稲田南町７  

⑧誓閑寺 

漱石の実家近くにある古刹で、当時と同じ鐘が境内に今も残っている。「硝子戸の内」で「カンカンと鳴る西閑寺の

鐘の音」と思い出が語られている。 

東京都新宿区喜久井町６１  
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⑨高燈篭（常灯明台） 

靖国神社（当時は東京招魂社）に祭られた霊のために、明治 4年（1871 年）に建設された常夜灯。 

東京都千代田区九段南２－２  

⑩金華学校（現お茶の水小学校） 

漱石が通った小学校。門の脇に「吾輩は猫である 名前はまだ無い 明治十一年 夏目漱石 金華に学ぶ」の石碑

が建っている。 

東京都千代田区猿楽町１－１－１  

⑪ニコライ堂 

明治 21 年（1891 年）竣工の正教会 東京復活大聖堂。 

「それから」の主人公・代助が、作中で「ニコライ堂復活祭」の話をしている。向かいにある井上眼科病院は、漱石

も治療に通っていた。 

東京都千代田区神田駿河台４－１－３  

⑫松栄亭 

明治 40 年（1907 年）創業の洋食店。人気メニュー「洋風かき揚げ」は、漱石のリクエストがきっかけで生まれた。 

東京都千代田区神田淡路町２－８ 

℡・03-3251-5511  

⑬羽二重団子 本店 

200 年近く続く老舗の団子屋。「吾輩は猫である」に「芋坂へ行って団子を食いましょうか。（中略）柔らかくて安いで

す。酒も飲ませます」とある。 

東京都荒川区東日暮里５－５４－３ 

℡・03-3891-2942  

⑭新福寺 

漱石が大学予備門受験のため成立学舎に通っていたころ友人と下宿していた。 

東京都文京区白山３－１－２３  

⑮すず金 

明治 10 年（1877 年）創業の鰻の専門店。漱石の実家の向かいにあり、箸袋の裏には「我輩もかつて食したここの

かば焼」と書かれている。 

東京都新宿区馬場下 61 

℡・03-3203-5936  

⑯相馬屋源四郎商店 

江戸時代初期から続く老舗の文房具店。漱石や北原白秋、石川啄木らが「相馬屋製」原稿用紙を愛用していた。 
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東京都新宿区神楽坂 5-5 

℡・03-3260-2345  

⑰小石川植物園（東京大学大学院理学系研究科付属植物園） 

日本最古の植物園、その前身は江戸幕府が造った「小石川御薬園」。「こころ」で若き日に「先生」がこの近くを散

歩している。 

東京都文京区白山３－７－１  

⑱上野精養軒 

「三四郎」「行人」に登場する、明治 5年（1872 年）創業の洋食店。 

東京都台東区上野公園４－５８ 

℡・03-3821-2181  

⑲護国寺 

徳川綱吉が実母・桂昌院の願いにより建立した。真言宗豊山派の寺院。「夢十夜」第六夜に護国寺の山門が出て

くる 

東京都文京区大塚５－４０－１  

⑳明神下 神田川本店 

文化 2年（1805 年）創業の鰻料理の老舗で、漱石はこの店をたびたび訪ねていた。 

東京都千代田区外神田２－５－１１ 

℡・03-3251-5021  

(21)雑司ケ谷霊園 

漱石の他、小泉八雲、竹久夢二、泉鏡花、永井荷風などの墓がある。「こころ」に登場するＫの墓は、この霊園にあ

るとされた。 

東京都豊島区南池袋４－２５－１  

(22)子規庵 

正岡子規が明治 27年（1894 年）から亡くなるまでの8年間を過ごした場所。漱石は明治 29年（1896 年）の初句会

から訪れている。 

東京都台東区根岸２－５－１１  

（23）笹乃雪 

元禄 4 年創業の豆腐料理店。「人はなんだこんなものと党利過ぎるかも知れず。僕は笹の雪流な味を愛す」「漱石

全集」よりとある。 

東京都台東区根岸２－１５－１０ 

℡・03-3873-1145  
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